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部門概要

無線通信部門では、地上系の無線通信ネットワークから衛星通信に至る無線通信分野の総合的な研究開発を行うとと

もに、型式検定や電波の電子機器や生体に与える影響等の電磁環境に関する研究活動を行い、国民生活の向上と安全・

安心の基盤技術構築に向けて活動している。

上記目標を実現するため、以下の研究分野を設定し、互いの連携を図りながら研究開発を行っている。

⑴ 無線ネットワーク分野及び電波分野の研究開発

マルチメディア無線通信技術開拓のため、デバイスからシステムに至るミリ波帯技術の開拓、超高速無線LAN実現

のための技術開発、移動無線の大容量化技術の研究開発を実施している。また、新世代移動体通信システム(第4世代

移動通信システム)の技術開発として、異種無線システム間のシームレスな接続・切替技術の構築や大容量化、ソフト

ウエア無線技術の開発を行っている。さらに、次世代の無線通信システム構築のため、成層圏プラットフォーム搭載

用通信機器の研究開発を進めている。電磁環境においては、無線機器・電子機器の干渉防止や電波による生体への影

響の研究、さらには電磁波セキュリティ技術の研究開発を行っている。

⑵ 超高速衛星通信システムの研究開発

次世代の高速衛星通信システム構築のため、超高速インターネット衛星搭載機器及び技術試験衛星 型の搭載機器

開発を進めるとともに、光を用いた大容量通信基盤技術の研究開発を行っている。

⑶ 宇宙通信システム基盤技術の研究開発

軌道リソースの有効利用を図るための精密軌道決定技術、軌道監視技術の研究開発を行うとともに、小型衛星によ

る軌道上保全サービスや軌道上早期実証システム技術の構築を進めている。

主な記事

⑴ 無線ネットワーク分野及び電波分野の研究開発

様々な利用シナリオでのミリ波無線通信技術を研究開発し、我が国におけるミリ波の利用を先導するとともに、ユ

ビキタス環境を実現するためのシームレス接続、無線セキュリティ技術を開発し、標準化・実用化が期待できる。今

年度はテストベッドによる成果デモンストレーション及び成果報告会の開催等プロジェクトの成果を総合的に取りま

とめた。電磁環境に関しては電界強度データベースの確立、APD測定法等の国際規格化の推進、SAR測定義務化、校

正検定周波数の拡大等電波行政の期待に応えるとともに、ISO17025の認定を取得した。

⑵ 超高速衛星通信システム及び宇宙通信システム基盤技術の研究開発

技術試験衛星(ETS- 、WINDS)の搭載機器開発や各種地球局開発による軌道上実証実験への準備を着実に進めて

おり、国のプロジェクトである宇宙開発の中のNICTの役割を十分に果たしている。

上記成果の詳細は各センター及びグループの報告を参照されたい。
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3 活動状況


